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決算発表遅延の理由決算発表遅延の理由

新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響により
決算プロセス及び監査プロセスに大幅な遅延が生じたことから、
2020年4月期の決算発表を6月中旬から8月17日に延期しました。

株主、投資家の皆様をはじめ、
皆様には多大なるご迷惑とご心配を

おかけしましたことを深くお詫び申し上げます。
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20/04期 連結決算ハイライト20/04期 連結決算ハイライト
� 2月以降、新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、小売事業の最繁忙期と

なる4Qの売上に大きな影響を受ける。通期売上⾼は前年⽐3.2％増に留まり期
首計画を下回る

� 利益⾯においても、外部環境の変化に適応した事業構造への転換を図るため、
次期に53店舗の移転ないしは閉店を⾒据えた損失計上により、期首計画を大き
く下回る

� 卸売事業を担うVISIONIZEの業績が通期フル寄与
� 滋賀県に5店舗を有する株式会社大塚メガネの全株式を取得（2020年2月1日付

にて株式会社関⻄アイケアプラットフォームに吸収合併）
� エムスリー株式会社と資本業務提携し、第三者割当による新株式を発⾏（2020

年2月）。資本増強により⾃⼰資本⽐率は23.8％に
� 株式会社メガネスーパーから吸収分割した株式会社SENSEAIDについて、2020

年2月よりエムスリー株式会社との共同で事業運営を開始。ユニークなビジネス
モデルの構築を目指す
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㈱みちのくアイケア
プラットフォーム

（100%）

㈱ビジョナリーホールディングス

㈱関⻄アイケア
プラットフォーム

（100%）

㈱メガネハウス

（100%）

（94.3%）

㈱EnhanlaboVisionWedge㈱VisionWedge

（100%）

小売事業小売事業

卸売事業

ＥＣ事業ＥＣ事業

その他事業その他事業

㈱メガネスーパー

（100%）

㈱VISIONIZE

（100%）

� 2019年12月13日に当社100%⼦会社として設⽴
� 2020年2月18日にメガネスーパー社よりアイケアソリューション事業

部（9店舗）を吸収分割により移管
� 2020年2月18日より、エムスリーとの合弁事業として共同運営開始

� 2020年2月1日に大塚メガネ社を関⻄アイケアプラットフォーム社に
吸収合併

� 2020年2月1日以降、「シミズメガネ」「メガネのオオツカ」の2つ
の屋号にて店舗展開

㈱SENSEAID
（50%）

当社グループの事業内容（2020年4月30⽇現在）当社グループの事業内容（2020年4月30⽇現在）

当社は小売事業、EC事業、卸売事業、その他事業の４事業、⼦会社9社で構成
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20/04期
通期予想

構成比
（％）

20/04期
通期実績

構成比
（％）

予想比
（増減額）

予想比
（％）

親会社株主に帰属する

当 期 純 利 益

93.3

E B I T D A 1,700 5.8 869 3.2 △ 831 51.1

売 上 高 29,300 100.0 27,338 100.0 △ 1,962

－

－

経 常 利 益 490 1.7 △ 332 -1.2 △ 823 －

営 業 利 益 610 2.1 △ 212 -0.8 △ 822

50 0.2 △ 1,166 -4.3 △ 1,216

7

業績予想と実績値との差異業績予想と実績値との差異
２月後半からの新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、当社グループ事業を牽引する小売
事業において、最繁忙期となる３月、4月の売上が当初計画を大きく下回る
利益⾯においても、外部環境の変化に備え、１店舗あたりの収益性を⾼めより筋⾁質な事業体質
への転換を図るため、21/04期に53店舗の移転ないしは退店を⾒据え、店舗閉鎖損失や減損等を
特別損失に計上したほか、繰延税⾦資産235百万円を取り崩したことから、当初計画を大きく下回
る

※ EBITDA＝営業利益+減価償却費＋⻑期前払費⽤償却費＋除去債務償却費⽤＋のれん償却費＋株式報酬費⽤

（単位：百万円）
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20/04期

新型コロナウイルス感染症の感染拡大による影響新型コロナウイルス感染症の感染拡大による影響

（単位：％）

中核の小売事業において、消費税増税の反動から緩やかな回復をみせる中、2月後半からの新型
コロナウイルス感染症の感染拡大により、繁忙期となる３月の売上に大きな影響を受け、2020 
年４月７日に政府から発表された緊急事態宣⾔以降は、休業や営業時間の短縮店舗が拡大した
こと等に伴い売上が急減

104.3%

81.6%

63.2%

113.4%

102.4% 100.1%
106.8%

67.8%

48.1%
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60.0%

80.0%

100.0%

120.0%
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メガネ売上 メガネ客数 メガネ客数単価
コンタクト売上 コンタクト客数 コンタクト客数単価
補聴器売上 補聴器数量 補聴器数量単価
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通常営業 時短営業 休業 閉鎖

（単位：店）

既存店前年比推移

2〜4月の店舗営業状況 2〜4月の商品別推移

4Q（2-4月） 店舗営業の状況4Q（2-4月） 店舗営業の状況
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19/04期

4Q

売上

（利益増）

粗利率

（利益減）

Mix

（利益減）

販売費増

（利益減）

人件費増

（利益減）

賃料減

（利益増）

減価償却費増

（利益減）

のれん償却費

（利益減）

その他償却費

（利益減）

その他管理費増

（利益減）

20/04期

4Q

4Q（2-4月） 営業利益の増減分析4Q（2-4月） 営業利益の増減分析
新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、繁忙期の4Qで計画通りの売上が確
保できず、2月下旬以降、不要不急の⽀出抑制を図ったものの吸収には⾄らず、営
業利益は前年4Q⽐731百万円減

9

△363

△367

（単位：百万円）

332 △290

△78
∔5

△83

△102
△24 △2

△68

△85

+0

△398

新型コロナウイルス感染症の感染拡大による影響新型コロナウイルス感染症の感染拡大による影響
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新しい生活様式に対応したサービスの強化新しい生活様式に対応したサービスの強化
新型コロナウイルス感染症の感染拡大による影響新型コロナウイルス感染症の感染拡大による影響

メガネ・コンタクトレンズ・補聴器は生活必需品という位置づけのもと、従業員、
お客様の安全を確保しながら店舗営業は継続するとともに、新しい生活様式に対応
する既存サービスを強化

★ ★★

★：2020年6月〜 ★★：2020年7月〜
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26,485 27,338

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

19/04期 20/04期

連結売上高（前年同期比）連結売上高（前年同期比）
3Qより株式会社大塚メガネ（2月1日付にて株式会社関⻄アイケアプラットフォー
ムに吸収合併）をP/L連結開始、連結売上⾼は前年⽐3.2%増

（単位：百万円）

11

前年同期比
3.2％増
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6,000
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7,000
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1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

18/04期 19/04期 20/04期

小売事業 卸売事業 EC事業 その他事業

セグメント別売上高（四半期推移）セグメント別売上高（四半期推移）
新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、4Qの小売事業は前年4Q⽐10.6％減
⼀⽅、卸売事業は前年4Q⽐77.9％増、EC事業は前年4Q⽐19.0％増と伸⻑

12

0

（単位：百万円）
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16,667 17,049

62.9% 62.4%

0.0%

10.0%

20.0%
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40.0%

50.0%

60.0%

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

19/04期 20/04期

売上総利益 売上総利益率

連結売上総利益（前年同期比）連結売上総利益（前年同期比）
連結売上総利益は前年同期⽐2.3%増。⼀⽅、売上総利益率は0.5pt減の62.4％

前年同期比
2.3％増

（単位：百万円）

13



14

3,395 3,435 3,360
3,727

4,203 4,159 4,128 4,175 4,381 4,583
4,273

3,811

65.0% 64.1% 63.1% 63.4% 64.0% 63.4%
61.7% 62.6% 62.5% 62.6% 62.9%

61.4%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

18/04期 19/04期 20/04期

売上総利益 売上総利益率

売上総利益（四半期推移）売上総利益（四半期推移）
新型コロナウイルス感染症の感染拡大、政府の緊急事態宣⾔の発表等、最繁忙期の3
月、4月の売上⾼が急減したことにより、売上総利益は前年同期⽐8.7％減

14

（単位：百万円）
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146

700

697

440

1,983

254

1,300

1,203

1,260

4,017

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000

人材・システム投資

検査機器等

リニューアル

新規出店

4カ年投資額（累計）

20/04期 累計 23/04期 4カ年投資額（計画）

投資の進捗投資の進捗
“更なる成⻑の地固めの期間”と位置付ける中期経営計画（20/04期~23/04期）期間
の初年度は、次世代型店舗への移⾏や検査機器のリニューアルを中心に事業成⻑投
資を⾏う。4カ年事業成⻑投資の進捗率は33.0%

15

進捗率
33.0％

（単位：百万円）

6,000

1,700

1,900

2,000

400
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店舗・営業 本部 管理 サポート 正社員⽐率

従業員数推移従業員数推移
事業規模の拡大に対応したアイケア人材の確保、並びに育成を進め、従業員数は前年
同期⽐2.3%増の1,853名

16

（単位：人）

0
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販売費及び⼀般管理費（四半期推移）販売費及び⼀般管理費（四半期推移）

17

（単位：百万円）

新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、繁忙期の4Q売上が計画を大きく下
回ったことから、販管費の抑制を図るも吸収には⾄らず、前年4Q⽐9.6%増、通期
で9.7%増。販管費⽐率は前年4Q⽐10.2pt増の67.8%、通期で3.7pt増加し63.1％
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EBITDA 営業利益 EBITDAマージン 営業利益率

EBITDA / 営業利益（3カ年推移）EBITDA / 営業利益（3カ年推移）
繁忙期の4Qが計画を大きく下回ったことから、EBITDAは前年⽐45.2％減、営業利
益は前年⽐1,144百万円減

18
※ EBITDA＝営業利益+減価償却費＋⻑期前払費⽤償却費＋除去債務償却費⽤＋のれん償却費＋株式報酬費⽤

（単位：百万円）
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（利益増）
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Mix
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販売費増

（利益減）

人件費増

（利益減）

賃料減

（利益増）
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のれん償却費

（利益減）

その他償却費

（利益減）

その他管理費増

（利益減）

20/04期

営業利益の増減分析営業利益の増減分析
増収も新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、最繁忙期の4Qで売上が急減
したこと、売上⾼の成⻑に伴う諸費⽤、VISIONIZE株式取得（アーンアウト）に伴
うのれんの⼀括償却等の費⽤増等により、営業利益は前年⽐ 1,144百万円減

19

＋381

△1,526

（単位：百万円）

932

∔536

△150 △4

△267

△341
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△520 △212
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流動資産
8,000

流動資産
8,129

固定資産
6,935固定資産

6,053

負債
12,672

負債
13,069

純資産
1,995

純資産
1,382

現預⾦
2,974
商品

3,127

現預⾦
2,974
商品

3,127

のれん
59

のれん
59

のれん
414

のれん
414

現預⾦
1,261
商品

4,933

現預⾦
1,261
商品

4,933
借⼊⾦
6,300
借⼊⾦
6,300

借⼊⾦
5,823
借⼊⾦
5,823

連結B/S推移連結B/S推移

19/04期19/04期

20/04期20/04期

新店、次世代型店舗への移⾏等の事業成⻑投資、VISIONIZE株式取得にかかる”の
れん”の追加計上等により、総資産は前期末⽐29.9%増。本株式取得に伴う借⼊⾦
の増加により負債が前期末⽐7.7%増、純資産はエムスリー株式会社との資本業務
提携による新株式の発⾏により増強される

18/04期18/04期

流動資産
11,715

固定資産
7,849

負債
14,071

のれん
1,324
のれん
1,324

現預⾦
5,420
商品

4,504

現預⾦
5,420
商品

4,504

借⼊⾦
6,645
借⼊⾦
6,645

純資産
5,493

（単位：百万円） （単位：百万円） （単位：百万円） 20
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既存店 新店・次世代型移⾏店 EC 物流センター

アイケア商品の充実アイケア商品の充実
アイケア認知の⾼まりや次世代型店舗への移⾏、メガネ・補聴器の検査・サービス・
設備の充実にあわせて品揃えの充実（＝在庫投資）を図りながら、各店毎の在庫の適
正化が進む

アイケア商品アイケア商品 ≪参考≫ その他商品≪参考≫ その他商品

21

（単位：百万円） （単位：百万円）
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総資産 有利⼦負債 純有利⼦負債 純資産 ⾃⼰資本⽐率 有利⼦負債依存度

事業成⻑投資により現預⾦の減少及びVISIONIZE株式取得（アーンアウト⽅式）
にかかる追加⽀払資⾦の借⼊による確保により、有利⼦負債が前期末⽐14.1％
増。4Qが当初計画を大きく下回り通期で利益確保に⾄らなかったが、エムスリー
株式会社への新株式発⾏により資本増強され、⾃⼰資本⽐率が12.9pt改善し
23.4％に。

⾃⼰資本比率 / 有利⼦負債依存度の推移⾃⼰資本比率 / 有利⼦負債依存度の推移

（単位：百万円）
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セグメント別概要
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小売事業
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㈱メガネハウス ㈱関⻄アイケア
プラットフォーム

㈱みちのくアイケア
プラットフォーム

㈱メガネスーパー ㈱VISIONIZE ㈱SENSEAID
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既存店月次売上前年比既存店月次売上前年比
次世代型店舗への移⾏効果により2019年5月以降100%超で安定推移。2020年10月
以降、消費税増税の反動は⼀定程度受けるが、緩やかな回復基調の中、2月以降新型
コロナウイルス感染症の感染拡大により、最繁忙期の3月、4月の売上に大きな影響を
受ける

25

（単位：％）
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当社グループのアイケアサービス当社グループのアイケアサービス
お客様ごとに異なる眼のお悩みや生活環境に対応し、“眼の健康寿命の延伸”に配慮し
た商品・サービスを提供

26
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次世代型店舗のコンセプト次世代型店舗のコンセプト

アイケアリラクゼーション

検査前の施術による検査精度の向上と
アイケアソリューションを拡充
し、お客様の悩みを集中ケア

メガネ工房
熟練の技術者による調整
サービス。他社メガネ調整無料

コンタクトレンズ
スピード販売、定期便、出前お届けサービス
（⾼⽥⾺場のみ）究極の利便性の追及

トータルアイ検査
トータルアイ検査が更に進化。検査項目を拡充
夜間視⼒も測定し、生活・年齢に応じたあらゆるお悩み
に対応。色覚特性・ロービジョンにも対応

PB・ブランドフレーム

⾃社PBフレームのフルラインUPと、
インポートブランドフレームを
最大数に品揃え

補聴器サロンを完備。
⾼⽥⾺場では関東初の5.1ch
サウンドシステムを導⼊し、
サービスレベルの質の向上へ

補聴器

メガネスーパー
次世代型店舗

百貨店や⽼舗専門店からの顧客流⼊増に伴う全社平均単価の上昇を背景に、アイケア
を更に拡充・先鋭化。また、店内装飾を上質にパーソナルな空間を確保し、検査やお
悩みを安心してご相談いただけるよう配慮した店舗フォーマットを開発

27
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398

△49
（前Q⽐＋8店舗）
（うち移転9店舗）

373

＋20
（前Q⽐＋4店舗）

（単位：店） 移⾏率
24.7％

（前Q⽐＋1.1％）
（前Q⽐+3店舗）

次世代型店舗への移⾏次世代型店舗への移⾏

＋13.6％
＋47店舗



29

332
300

19

20

2

1

1

3

0

50

100

150

200

250

300

350

19/04期 20/04期

メガネスーパー メガネスーパーコンタクト

DOCK by メガネスーパー ＭＥＧＡＮＥ ＳＵＰＥＲ

ブランド別店舗数推移ブランド別店舗数推移 メガネスーパーブランド店舗数推移メガネスーパーブランド店舗数推移

ブランド別店舗数の推移ブランド別店舗数の推移

（単位：店） （単位：店）

22 22
11 112 29 50 5

354
324

0

50

100

150

200

250

300

350

400

19/04期 20/04期

メガネハウス シミズメガネ メガネのタカハシ

ＥＹＥＳＴＹＬＥ メガネのオオツカ メガネスーパーブランド

29



30

159 147

146
137

93

85

0

50

100

150

200

250

300

350

400

19年4月期 20年4月期

商業⽴地 ロードサード⽴地 ショッピングセンター⽴地

22 20

201
181

103

97

33

36

6

6

33

29

0

50

100

150

200

250

300

350

400

19/04期 20/04期

北海道・東北 関東 中部 関⻄ 中四国 九州

地域別店舗数推移地域別店舗数推移

⽴地別・地域別店舗数の推移⽴地別・地域別店舗数の推移

（単位：店）

⽴地別店舗数推移⽴地別店舗数推移
（単位：店）

30



31

2,589 2,556 2,450
2,827 3,190 2,939 2,903 2,853 3,014 3,095

2,668
2,218

2,031 2,143 2,192
2,268

2,508
2,564 2,623 2,580

2,743 2,837
2,783

2,616

217 254 240

286

292
303 300 318

328
363

329

286269 285 310

359

431 462 487 530
589

623

598

495

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

18/04期 19/04期 20/04期
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新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、最繁忙期の3月、4月は⼀部店舗の休業
、営業時間の短縮等により、メガネは前年4Q⽐22.3％減、補聴器は10.1％減。⼀⽅コ
ンタクトレンズは定期便による売上が底堅く1.4％増、小売全体では前年4Q⽐10.6％
減と期首計画を大きく下回る

品目別売上高（四半期推移）品目別売上高（四半期推移）

31

（単位：百万円）
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売上総利益 / 売上総利益率（四半期推移）売上総利益 / 売上総利益率（四半期推移）
メガネは前年4Q⽐6.2%減、コンタクト4.6%増、補聴器4.7%増、その他19.9％減と
全体では前年4Q⽐21.0%増と期首計画を下回る

32

（単位：百万円）
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33

付加価値サービス割合の推移付加価値サービス割合の推移
小売事業の売上⾼に占める付加価値（サービス＋ストック） 割合は順調に拡大。通期
で前年⽐5.3pt増の39.9%
4Qは新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、最繁忙期の3月・4月の店舗売上が
急減する中、ストック売上が業績を下⽀え

※検査、技術、リラクゼーション等の⾼付加価値アイケアサービスおよび顧客の利便性向上に繋がるコンタクト定期便等のサービス

※
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■ 全店
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■ 従来型店舗 ■ 次世代型店舗
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■ コンタクトレンズ

■ 補聴器

コンタクト・補聴器既存店前年比コンタクト・補聴器既存店前年比
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⼦ども向けアイケアサービスの拡充⼦ども向けアイケアサービスの拡充
12歳以下のお客様から⾼い⽀持を得ているHYPER保証プレミアムに加えて、2019年6月26日に
特別価格でフレームやレンズが交換できる月額1,000円のサブスクリプションサービス「こども
安心プラン」をリリース。12歳以下の4Qの加⼊率はあわせて78.4%と⾼い⽀持を得る

38

“12歳以下”の
「HYPER保証プレミアム」「こども安⼼プラン」加⼊率
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出張訪問販売の実績出張訪問販売の実績
新型コロナウイルス感染症の感染拡大以降、生活必需品として個人のお客様からのニ
ーズは⾼かったものの、感染拡大防⽌のため施設等の⼊居者、ご利⽤者様への販売を
⾒合わせたことにより、4Qは大幅な販売件数減となる

（単位：千円） （単位：円）
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SENSEAIDの進捗SENSEAIDの進捗
2020年2月より、エムスリー株式会社と株式会社メガネスーパーより吸収分割した株式会社
SENSEAIDの共同運営を開始。実店舗を有し「視覚」「聴覚」における健康をキーワードとした
⾼付加価値商品・サービスの提供に強みを有する当社と、医療関連サービスに強みを有するエム
スリー株式会社との間で、リアルとコンシューマとのタッチポイントとなるユニークなビジネス
モデルの構築を目指す
� 従来の25倍の0.01 ステップでの度数決定を可能とする 精密測定機器をはじめとした5種の最

新視⼒検査・測定機材をSENSEAID店舗に導⼊し、アイケアサービスの精鋭化を進める
� サプリメントなど健康商品を順次販売開始。商品の多様化を進める
� 店舗と眼科医との提携を通じた送客・送患の連携スキームの検証を開始
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卸売事業
㈱VisionWedge㈱VISIONIZE

41
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卸売事業：四半期推移

42

世界トップブランドのアイウェアを⼿掛けるマルコリン社（イタリア）の日本総代理店
である株式会社VISIONIZE（2018年8月に⼦会社化）を中心に、市場の多様なアイウ
ェアニーズに対応した新商品の投⼊や販売⽀援に努める。20/04期は業績フル寄与。
売上⾼は前年4Q⽐77.9％増、通期前年⽐73.7％増
（単位：百万円）



ＥＣ事業

43

㈱メガネハウス ㈱関⻄アイケア
プラットフォーム

㈱みちのくアイケア
プラットフォーム

㈱メガネスーパー ㈱VISIONIZE ㈱SENSEAID
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（単位：百万円）

EC事業：四半期推移

44

ECサイト「メガネスーパー公式通販サイト」やAmazon、楽天、ロハコ等のモールEC
において、お客様の利便性を継続して追求した質の⾼いサービスの提供により、売上
⾼は前年4Q⽐19.0％増、通期でも前年⽐18.0％増と成⻑を継続



㈱Enhanlabo㈱VisionWedge

その他事業

45
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その他事業：四半期推移
Enhanlaboにおいてメガネ型ウェアラブル端末「ｂ.ｇ.（ビー・ジー）」の企画開発・販売を
推進。初回製造ロット版を順次納品、並びに製造ロット増を実現するための製造体制の構築を
進めるも、大量受注に向けた営業活動には⼀定の時間を要する⾒通し

46
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（単位：百万円）



2021年４月期 連結業績⾒通し

47



48

81.6%

102.8%
100.8%
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コンタクト売上 コンタクト客数 コンタクト客数単価
補聴器売上 補聴器数量 補聴器数量単価

新型コロナウイルス感染症の感染拡大による影響新型コロナウイルス感染症の感染拡大による影響
21/04期 業績予想の前提21/04期 業績予想の前提
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通常営業 時短営業 休業 閉鎖
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99.5 99.9
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100.0

120.0
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20/04期

新型コロナウイルス感染症については、収束に向けて消費は段階的に回復するものと仮定を置
く。当社グループを牽引する小売事業の２月〜７月の商品別の売上⾼や来店客数の推移等を勘
案し、既存店前年⽐は通期で104％を⾒込む
既存店前年比推移

5〜7月の店舗営業状況
（単位：店）

（単位：％）

5〜7月の商品別推移
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新型コロナウイルス感染症の感染拡大による影響新型コロナウイルス感染症の感染拡大による影響
21/04期 業績予想の前提21/04期 業績予想の前提

≪既存店前年比（通期）≫
・104％

≪店舗展開≫
・新規出店

18店舗程度（移転や集約・統合含む）
・移転もしくは閉店

53店舗程度
・従来型から次世代型店舗への移⾏

新型コロナウイルス感染症の収束状況や消費の回復状況等を⾒極めながら、最大11店舗程度
・店舗営業

政府による緊急事態宣⾔解除以降も営業時間の短縮は維持したまま効率重視の店舗営業を⾏う
消費の回復状況を⾒ながら段階的に通常営業店舗を拡大

≪固定費削減≫
・移転もしくは閉店による賃料削減効果

178百万円
・家主交渉による⼀時的な賃料削減効果

52百万円

49



50

20/04期
通期実績

構成比
（％）

21/04期
通期予想

構成比
（％）

前期比
（増減額）

前期比
（％）

親会社株主に帰属する

当 期 純 利 益

890

162

232

268

824

100.0

3.2

-0.8

-1.2

-4.3△ 1,166 △ 342 -1.2 －

経 常 利 益 △ 332 △ 65 -0.2 －

営 業 利 益 △ 212 20 0.1 －

E B I T D A 869 1,031 3.7 118.6

売 上 高 27,338 28,228 100.0 103.3

50

21/04期 連結業績予想
外部環境の変化に適応し、安定的かつ継続的な事業運営を可能とするため、21/04期において筋
⾁質な事業体質への転換を図る。新型コロナウイルス感染症の影響を⼀定程度受けながらも連結
ベースで営業段階の利益を確保

※ EBITDA＝営業利益+減価償却費＋⻑期前払費⽤償却費＋除去債務償却費⽤＋のれん償却費＋株式報酬費⽤
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事業環境：メガネの市場規模事業環境：メガネの市場規模

出所：「眼鏡DB2019」より当社にて作成 52
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5,048 5,027 5,023 

5,240 5,203 5,282 5,381 5,296 
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眼鏡小売店総売上⾼（億円） 眼鏡⼀式小売市場(億円）
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年間眼鏡購買人⼝（千人） 眼鏡⼀式平均単価(円）

0

0

低価格専門店の台頭に伴う販売単価の下落、メガネ販売店数の減少やコンタクトレン
ズの普及拡大等を背景に、2010年までは大幅にメガネ⼀式小売の市場規模は縮小。
⼀⽅、年間眼鏡購買人⼝は2014年以降緩やかに増加
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81.6%

57.1%
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11.0%

1.3%

16.7%

30.3%

3.4% 4.7%

0%
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100%

15~44歳 45~64歳 65歳以上

近視・遠視・乱視⽤レンズ 読書・お⼿元⽤レンズ 遠近両⽤レンズ
中近両⽤レンズ 近近両⽤レンズ インディヴィジュアルレンズ
視⼒サポートレンズ 既成⽼眼鏡 不明

43.4% 45.5%
32.9%

56.6% 54.5%
67.1%

0.0%

50.0%

100.0%

人⼝ 年間眼鏡購⼊人⼝ 眼鏡⼀式市場規模

5歳〜44歳 45歳以上

事業環境：メガネ市場の環境事業環境：メガネ市場の環境
45歳以上のミドル・シニアは、人⼝でみれば50％超となり、メガネ市場においては
装⽤⽐率が⾼く、遠近や中近等の⾼単価メガネの使⽤率が⾼い為、⾦額ベースでは全
体の7割を占める

出所：眼鏡DB2019より当社にて作成

■ 45歳以上の構成⽐ ■ 年齢別購⼊レンズのタイプ

53出所：眼鏡DB2019（消費者アンケート：最近購⼊したレンズ））より当社にて作成
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出所：⼀般社団法人 日本コンタクトレンズ協会のデータより当社にて作成

人⼝減少トレンドにもかかわらず、VDT⾼頻度使⽤による近視人⼝の若年化、⼥性を
中心としたコンタクトレンズ装⽤率の⾼⽌まり、および通販拡大などによる販売アク
セスの容易化を要因として、2016年の微減から⼀転、2017年以降は増加に転じる。
今後も緩やかながら市場成⻑が続くと予測

事業環境：コンタクトレンズの市場規模事業環境：コンタクトレンズの市場規模
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出所：⼀般社団法人 日本補聴器工業会のデータより当社にて作成

日本国内における補聴器の出荷台数は、2018年に585,255台（前年⽐104.0％）、出
荷⾦額は339億6,800万円（前年⽐104.4％）となり、出荷台数、⾦額ともに前年⽐
を上回る。

事業環境：補聴器の市場規模事業環境：補聴器の市場規模
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（単位：台）
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付加価値需要層（⾼付加価値・⾼単価のメガネを志向するミドル・シニア層）をター
ゲティング。45歳以上のシニア層は、症状や生活習慣によって個々人の目の悩みが異
なるため⾼い検査⼒や技術⼒、並びに⼀客あたりの接客時間が必要

事業環境：単価向上の背景にあるポジショニング事業環境：単価向上の背景にあるポジショニング

ポジショニング

メガネスーパー
グループ

⽼眼､眼精疲労中心

スリープライスチェーン
通常の近視､遠視中心

スリープライスチェーン
通常の近視､遠視中心

シンプル
(通常の視⼒矯正のみ)

複合的
(視⼒矯正+⽼眼･眼精疲労)

45歳

40歳

ミド
ルシ
ニア

シニ
ア

グラン
ドシニ
ア

年
齢

アイケア･高付加価値･高単価
45歳超は各人毎の目の悩みが違う

出所：眼鏡DB2018より当社にて作成

90.2% 91.0% 92.4%
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37.6%

12.9%

27.5%

31.7%
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2.5% 2.6%3.7% 3.8% 3.2% 1.6% 1.7% 2.3%
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15〜24歳 25〜34歳 35〜44歳 45〜54歳 55〜64歳 65歳以上

調節サポートレンズ 近近両⽤レンズ 中近両⽤レンズ
⽼眼鏡 遠近両⽤レンズ 遠視・近視・乱視⽤レンズ

■ 当社グループのポジショニング ■ 年齢別使⽤レンズの種類（市場全体）
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「更なる成⻑のための地固めの期間」と位置づけ、各事業の目標を明確に
し、その強みを最大限発揮するために必要となる事業成⻑投資を積極的に⾏
うことで、業容の拡大と収益⼒の増強を図る

基本方針

定量目標（2023年4月期）

売 上 高
EBITDA
営業利益

373.0億円
28.5億円
17.3億円

中期経営計画（20/04期~23/04期）中期経営計画（20/04期~23/04期）
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19/04期
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予想

23/04期
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売上⾼ EBITDA 営業利益

中期経営計画（20/04期~23/04期）：定量目標中期経営計画（20/04期~23/04期）：定量目標

（単位：百万円）

※ EBITDA＝営業利益+減価償却費+⻑期前払費⽤償却費+除去債務償却費⽤+株式報酬費⽤

当中期経営計画期間を「更なる成⻑の地固めの期間」と位置づけ、総額60億円程度の
事業成⻑投資により収益⼒の増強を計画

（単位：百万円）
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中期経営計画（20/04期~23/04期）：定性目標中期経営計画（20/04期~23/04期）：定性目標

59

� 次世代型店舗への移⾏
� 商圏に合わせた出店の継続
� 事業拡大を⽀える人材採⽤と教育の継続
� 目の健康プラットフォームを通じたM&Aの推進
� 新たな市場開拓を目指すウエアラブル端末事業の成⻑

利益

新規事業

客粗利
単価

客数

コスト

顧客アプローチ

購⼊率

客単価

粗利率

×

+

-

×

×

既存商材/
サービス

既存チャネル
既存顧客/
展開エリア

チャネル拡張 他社顧客獲得

新商材取扱

エリア拡大

高付加価値商品・
サービスの開発

若年層の取り込み

既存
会員

既存商材

メーカー

プライベートブランド化

メーカー共同仕⼊ 次世代型への移⾏
（集約・統合）

従来型
店舗

ウェアラブル

リピート率向上
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投資対象
４カ年

（累計）
予算

新規出店
商圏にあわせた出店とともにアイケアとファッションを融合した新コンセプト店舗
モデルを構築

１７億円

リニューアル
次世代型への移⾏、⽼朽化店舗の改装など １９億円

検査機器等
サービス拡充を⾒据えた⽼朽化機器のリニューアルなど ２０億円

人材・システム投資
事業規模拡大、事業領域拡張に対応した人材の確保および基幹システムの刷新等の
インフラ整備

４億円

中期経営計画最終年度の営業利益17.3億円、EBITDA28.5億円を実現するため
4カ年で総額60億円の投資により、既存事業の活性化並びに収益⼒の増強を図る
中期経営計画最終年度の営業利益17.3億円、EBITDA28.5億円を実現するため
4カ年で総額60億円の投資により、既存事業の活性化並びに収益⼒の増強を図る

60

中期経営計画（20/04期~23/04期）：投資計画中期経営計画（20/04期~23/04期）：投資計画
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実店舗を中核に眼の健康寿命の延伸に繋がるアイケア商品・サービス提供に強みを有する当社グループのプラ
ットフォームを通じて、新たなサービスモデルの構築を進め、アイケア商品・サービスの提供（眼鏡小売）に
留まらない付加価値創出企業としての成⻑を目指します

900万超 顧客DB

コンテンツ

企業A
製薬

企業B
医療機器

企業C
ﾃﾞｼﾞﾀﾙ機器

企業D
ITｲﾝﾌﾗ

企業E
医療関連
サービス

＋ ＋ ＋ ＋ ・・・

アイケア領域で親和性が⾼い企業との間で、店舗・顧客DB・技術⼒等の当社イ
ンフラ、アセットを活⽤した新たな付加価値を創出

提携企業

当社グループ目の健康プラットフォーム参画企業

M&A

商品・ノウハウ供給

目の健康ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ参画企業

地域密着型チェーン

目の健康プラットフォーム

生活者 /  顧客 /  患者

医療従事者

当社が目指している方向性当社が目指している方向性

医療サービス
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M&A（ロールアップ）の推進M&A（ロールアップ）の推進
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・これまで培ったPMIのノウハウを活かしたM&Aによる事業ポートフォリオの拡充
・共同購買による仕⼊れコスト削減、眼科医ネットワークを活⽤したコンタクトレンズの販売
・目の健康プラットフォームの中で活躍する多様な人材の獲得と買収先企業への人材登⽤による

成⻑機会の提供と事業拡大
・眼の健康寿命の延伸に繋がる商品・サービスの提供を通じた地域の生活者への貢献

業界トップ

5社

40%

地⽅チェーン

30社 30%

個人商店

30%

＜M&Aの対象＞

地⽅チェーン､個人商店の⽐率
が6割を占めており､事業環境
の変化から、事業承継ニーズ
は増えていく可能性が⾼い

創業期間短 ⻑

企
業
規
模

大

小

従来の買収対象
⇓

今後も注⼒

買収対象を拡大

＜M&Aのポテンシャル＞

「目の健康プラットフォーム」を通じた同業のロールアップを進め、事業規模の拡大を
図る。承継後はグループ間の事業シナジー追求により、収益⼒の増強を図る
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過去８年間で店舗のハード・ソフトの両⾯は大きく変遷

旧ロゴ(〜2011年) 新ロゴ(〜2013年) 最新ロゴ(〜現在) 次世代型店舗(〜現在)

商
品

サ
ー
ビ
ス

・海外ブランドのボリュー
ムディスカウントによる
安売り（「メガネのスー
パーマーケット」）

・特に目⽴ったサービス
なし

・プライベートブランド⽐率
2割

・⼀式価格（フレーム
オンリープライスの継続強
化）

・トータルアイ検査導⼊
→眼年齢、眼体⼒、
眼鏡⼒ 等

・HYPER保証

・プライベートブランド⽐率
6割

・眼鏡レンズの完全有料化
・コンタクトレンズ、補聴器

などの訴求強化

・トータルアイ検査の拡充
→ 世代別検査メニュー導⼊

・HYPER保証プレミアム
・コンタクト定期便
・他社購⼊メガネの調整
・サプリ、目薬等の販売等

・インポートブランド常時40
ブランド以上取り揃え

・コンタクトレンズ品揃え/在庫
ともに地域最大クラスの展開

・トータルアイ検査の更なる拡充
・夜間視⼒検査機器導⼊
・リラクゼーション展開
・5.1チャンネルサラウンドシステ

ムを有した補聴器の「空間試聴
体験」新規設置

メガネスーパー店舗の変遷メガネスーパー店舗の変遷
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集約
統合 or

好⽴地
エリア

地域密着
エリア

≪事業再生期以前≫
好⽴地、地域密着エリア問わず大型~中型店を出店

≪事業再生期≫
大型店かつ⾼家賃店舗を中心に閉鎖：縮小フェーズ

≪現在≫
好⽴地に小型店舗を中心に出店再開

≪これから≫
小型店、既存型店舗を集約・統合し次世代型で出店

次世代型に
リニューアル

次世代型に
リニューアル

次世代型に
リニューアル

次世代型
次世代型

店舗展開の変遷店舗展開の変遷

好⽴地
エリア

地域密着
エリア

好⽴地
エリア

地域密着
エリア
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38,293

35,313

30,081

25,061

22,472

19,174

15,969
14,911 14,291

15,707 

17,892 

21,776 

26,485 
27,338 

37,300 

27,532

24,440

20,263

16,438
14,747

12,768

10,620
9,605 9,589

10,707
11,778 

13,919 

16,667 17,020 

71.9%
69.2%

67.4%
65.6% 65.6% 66.6% 66.5%

64.4%
67.1% 68.2%

65.8%
63.9% 62.9% 62.3%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

07/04期

※連結

08/04期

※連結

09/04期 10/04期 11/04期 12/04期13/04期 14/04期 15/04期 16/04期 17/04期

※連結

18/04期

※連結

19/04期

※連結

20/04期

実績

※連結

23/04期

計画

※連結

売上⾼ 売上総利益 売上総利益率

業績推移：売上高 / 売上総利益 / 売上総利益率業績推移：売上高 / 売上総利益 / 売上総利益率

事業再生期

（単位：百万円）

中期経営中期経営
計画期間
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3,049 3,039 2,085 1,611 1,425 1,274 1,192 1,546 978 810 1,065 1,289 1,803 2,071

9,813 9,544

7,773
6,711 6,189 5,776

4,479 4,358
4,149 4,298 4,809

5,720
6,619 6,960

6,520 6,813

5,869

4,757
4,351

4,087

3,711 2,976
2,695 2,447

2,534
2,651

2,779
2,749

942 924

790

639
544

385

401 378
506 424

447
531

656
1,082

4,854 4,669

4,057

3,149
2,776

2,535

2,443 2,473
2,072 2,204

2,501

3,012

3,878
4,399

21,436

65.8%

70.8%
68.4% 67.3% 68.2%

73.1%
76.6%

78.7%

72.8%

64.8% 63.5%
60.6% 59.4%

63.1%

57.5%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

07/04期

※連結

08/04期

※連結

09/04期 10/04期 11/04期 12/04期 13/04期 14/04期 15/04期 16/04期 17/04期

※連結

18/04期

※連結

19/04期

※連結

20/04期

※連結

23/04期

※連結

販売費 人件費 賃料 償却費 ※ その他 販管費⽐率

業績推移：販売費及び⼀般管理費業績推移：販売費及び⼀般管理費
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（単位：百万円）

事業再生期

中期経営中期経営
計画期間
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△ 3,000

△ 2,000

△ 1,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

07/04期

※連結

08/04期

※連結

09/04期 10/04期 11/04期 12/04期 13/04期 14/04期 15/04期 16/04期 17/04期

※連結

18/04期

※連結

19/04期

※連結

20/04期

※連結

23/04期

計画

※連結

EBITDA 営業利益

業績推移：EBITDA / 営業利益業績推移：EBITDA / 営業利益

（単位：百万円）
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中期経営計画期間中期経営計画期間

事業再生期

※ EBITDA＝営業利益+減価償却費+⻑期前払費⽤償却費+除去債務償却費⽤+株式報酬費⽤
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1.3%

-18.1%

0.8%

-8.9%

1.1% 2.1%
8.1%

10.9%

23.8%

63.1%

81.1%

63.8%

71.6%

62.1%
56.4%

44.8%
38.7%

34.0%

-25.0%

0.0%

25.0%

50.0%

75.0%

100.0%

(5,000)

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

12/04期 13/04期 14/04期 15/04期 16/04期 17/04期 18/04期 19/04期 20/04期

総資産 有利⼦負債 純有利⼦負債 純資産 ⾃⼰資本⽐率 有利⼦負債依存度

（単位：百万円）

業績推移：財務バランス業績推移：財務バランス

事業再生期
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2,134 2,104

1,706
1,539

1,388
1,082 1,011 923 874 971

1,173 

1,613 
1,812 1853

541 536

410 409
381 379

341
324

296
325

351 
381 

398 
369

0

100

200

300

400

500

600

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

07/04期

※連結

08/04期

※連結

09/04期 10/04期 11/04期 12/04期 13/04期 14/04期 15/04期 16/04期 17/04期

※連結

18/04期

※連結

19/04期

※連結

20/04期

※連結

従業員数 店舗数

従業員数 / 店舗数の推移従業員数 / 店舗数の推移

事業再生期

（単位：人） （単位：店）
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会社概要（2020年4月30⽇現在）会社概要（2020年4月30⽇現在）

会社名 株式会社ビジョナリーホールディングス
（VISIONARYHOLDINGS CO.,LTD）

証券市場 東証JASDAQ-S・9263

本社所在地 東京都中央区日本橋堀留町⼀丁目９番 11号
NEWS日本橋堀留町６階

設⽴日 2017年11月1日
資本⾦ 98,752千円

事業内容
メガネ、コンタクトレンズ及び付属品、補聴器の販売等、並びにこ
れら事業を営む会社の株式又は持分保有による当該会社の事業活動
の⽀配・管理

役員

代表取締役社⻑
取締役
社外取締役
社外取締役
取締役（監査等委員）
社外取締役（監査等委員）
社外取締役（監査等委員)

星﨑 尚彦
三井 規彰
松本 大輔
伊串 久美⼦
⽥中 武志
蝦名 卓
加藤 真美

グループ店舗数 369店舗
グループ従業員数 1,853名
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